
(57)【要約】

　【課題】ＣＤ－ＲＯＭ装置を、パーソナルコンピュー

タの外部記憶装置として組み込む場合の簡易化を図る。

　【解決手段】ＣＤ－ＲＯＭ装置１５にＩＤＥ－ＢＵＳ

　Ｉ／Ｆ１５ａを内蔵する。而して、パーソナルコンピ

ュータ１のＩＤＥ－ＢＵＳ　Ｉ／Ｆ７のマスターにハー

ドディスク装置８を、スレーブに前記ＣＤ－ＲＯＭ装置

１５を夫々接続する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ と 共 に 使 用 す る た め の 外 部 記 憶 装 置 で あ っ て 、 該 外 部 記 憶 装 置
は 、
　 外 部 記 憶 装 置 内 に 形 成 さ れ た Ｉ Ｄ Ｅ － Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス と 、 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 外 部 記 憶 装 置 内 に 形 成 さ れ た 第 二 の イ ン タ ー フ ェ ー ス と 、
　 前 記 Ｉ Ｄ Ｅ － Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス 及 び 第 二 の イ ン タ ー フ ェ ー ス に 連 結 し た ス イ ッ チ
ン グ 回 路 と を 有 し 、 前 記 Ｉ Ｄ Ｅ － Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス 及 び 前 記 第 二 の イ ン タ ー フ ェ ー
ス は 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 回 路 を ス イ ッ チ ン グ す る こ と に よ っ て 選 択 的 に 使 用 さ れ る よ う に
構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 外 部 記 憶 装 置 が Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 を 再 生 す る 機 能 を 包 含 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の パ ー ソ ナ
ル コ ン ピ ュ ー タ と 共 に 使 用 す る た め の 外 部 記 憶 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 外 部 記 憶 装 置 が Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 を 包 含 し て い る 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の パ ー ソ ナ ル コ
ン ピ ュ ー タ と 共 に 使 用 す る た め の 外 部 記 憶 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 第 二 の イ ン タ ー フ ェ ー ス が 、 Ｉ Ｓ Ａ － Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス を 包 含 す る 、 請 求 項 １ 、
２ 又 は ３ 記 載 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ と 共 に 使 用 す る た め の 外 部 記 憶 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム で あ っ て 、 該 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム は 、
　 第 一 と 第 二 の コ ン ピ ュ ー タ Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス を 有 す る パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ と
、
　 前 記 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に 連 結 し た 外 部 記 憶 装 置 と 、
　 前 記 外 部 記 憶 装 置 内 に 形 成 さ れ た 第 一 の 外 部 記 憶 装 置 Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス と 、
　 前 記 外 部 記 憶 装 置 内 に 形 成 さ れ た 第 二 の 外 部 記 憶 装 置 Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス と 、
　 前 記 外 部 記 憶 装 置 内 に 形 成 さ れ 、 前 記 第 一 と 第 二 の 外 部 記 憶 装 置 Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー
ス に 連 結 し た ス イ ッ チ ン グ 回 路 と を 有 し 、 前 記 第 一 と 第 二 の 外 部 記 憶 装 置 Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー
フ ェ ー ス の ど ち ら も 前 記 ス イ ッ チ ン グ 回 路 を ス イ ッ チ ン グ す る こ と に よ っ て 選 択 的 に 使 用
さ れ る よ う に 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 外 部 記 憶 装 置 が 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 を 包 含 し て い る 、 請 求 項 ５ 記 載 の パ ー ソ ナ ル コ
ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 一 の 外 部 記 憶 装 置 Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス が 、 Ｉ Ｄ Ｅ － Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス
を 包 含 し 、
　 前 記 第 二 の 外 部 記 憶 装 置 Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス が 、 Ｉ Ｓ Ａ － Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス
を 包 含 し て い る 、 請 求 項 ５ 又 は ６ 記 載 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ と 共 に 使 用 す る た め の 外 部 記 憶 装 置 で あ っ て 、 該 外 部 記 憶 装 置
は 、
　 外 部 記 憶 装 置 内 に 形 成 さ れ た 第 一 の イ ン タ ー フ ェ ー ス と 、
　 外 部 記 憶 装 置 内 に 形 成 さ れ た 第 二 の イ ン タ ー フ ェ ー ス と を 有 し 、 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 前 記 第 一 の イ ン タ ー フ ェ ー ス 及 び 前 記 第 二 の イ ン タ ー フ ェ ー ス の 内 、 ど ち ら か 一 方 の イ
ン タ ー フ ェ ー ス が 前 記 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に 接 続 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た こ と を 特 徴
と す る Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 外 部 記 憶 装 置 が Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 を 再 生 す る 機 能 を 包 含 す る 、 請 求 項 ８ 記 載 の パ ー
ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ と 共 に 使 用 す る た め の 外 部 記 憶 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
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　 前 記 外 部 記 憶 装 置 が Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 を 包 含 す る 、 請 求 項 ８ 又 は ９ 記 載 の パ ー ソ ナ ル コ
ン ピ ュ ー タ と 共 に 使 用 す る た め の 外 部 記 憶 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 一 の イ ン タ ー フ ェ ー ス が Ｉ Ｄ Ｅ － Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス を 包 含 す る 、 請 求 項 ８
、 ９ 又 は １ ０ 記 載 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ と 共 に 使 用 す る た め の 外 部 記 憶 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 二 の イ ン タ ー フ ェ ー ス が Ｉ Ｓ Ａ － Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス を 包 含 す る 、 請 求 項 ８
、 ９ 、 １ ０ 又 は １ １ 記 載 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ と 共 に 使 用 す る た め の 外 部 記 憶 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム で あ っ て 、 該 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム は 、
　 第 一 と 第 二 の コ ン ピ ュ ー タ Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス を 有 す る パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ と
、
　 前 記 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に 連 結 さ れ た 外 部 記 憶 装 置 と 、
　 前 記 外 部 記 憶 装 置 内 に 形 成 さ れ た 第 一 の 外 部 記 憶 装 置 Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス と 、
　 前 記 外 部 記 憶 装 置 内 に 形 成 さ れ た 第 二 の 外 部 記 憶 装 置 Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス と 有 し 、
前 記 第 一 の イ ン タ ー フ ェ ー ス 及 び 前 記 第 二 の イ ン タ ー フ ェ ー ス の 内 、 ど ち ら か 一 方 の イ ン
タ ー フ ェ ー ス が 前 記 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に 接 続 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と
す る パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 外 部 記 憶 装 置 が Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 を 再 生 す る 機 能 を 包 含 す る 、 請 求 項 １ ３ 記 載 の パ
ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 外 部 記 憶 装 置 が Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 を 包 含 す る 、 請 求 項 １ ３ 又 は １ ４ 記 載 の パ ー ソ ナ
ル コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 一 の イ ン タ ー フ ェ ー ス が Ｉ Ｄ Ｅ － Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス を 包 含 す る 、 請 求 項 １
３ 、 １ ４ 又 は １ ５ 記 載 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 二 の イ ン タ ー フ ェ ー ス が Ｉ Ｓ Ａ － Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス を 包 含 す る 、 請 求 項 １
３ 、 １ ４ 、 １ ５ 又 は １ ６ 記 載 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の 外 部
記 憶 装 置 と し て 使 用 す る 場 合 の Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 の 此 種 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に お け る Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 の 一 般 的 な 接 続 例 を 、 図 ２
に 従 っ て 説 明 す る 。 １ は パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の 本 体 で あ り 、 ２ は Ｃ Ｐ Ｕ で あ る 。 該 Ｃ
Ｐ Ｕ ２ に は 内 部 記 憶 装 置 の Ｒ Ｏ Ｍ ３ と Ｒ Ａ Ｍ ４ と が 接 続 さ れ て い る 。 又 、 該 Ｃ Ｐ Ｕ ２ は Ｂ
Ｕ Ｓ コ ン ト ロ ー ラ ５ を 介 し て Ａ Ｔ － Ｂ Ｕ Ｓ ６ に 接 続 さ れ 、 更 に 、 該 Ａ Ｔ － Ｂ Ｕ Ｓ ６ を 経 由
し て 各 デ バ イ ス に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 外 部 記 憶 装 置 に つ い て は 、 Ａ Ｔ － Ｂ Ｕ Ｓ ６ に Ｉ Ｄ Ｅ － Ｂ Ｕ Ｓ 　 Ｉ ／ Ｆ ７ が 接 続 さ
れ 、 該 Ｉ Ｄ Ｅ － Ｂ Ｕ Ｓ 　 Ｉ ／ Ｆ ７  に ハ ー ド デ ィ ス ク 装 置 ８ の 専 用 バ ス で あ る Ｉ Ｄ Ｅ － Ｂ
Ｕ Ｓ ９ を 経 由 し て ハ ー ド デ ィ ス ク 装 置 ８ が 接 続 さ れ る 。 そ の 場 合 、 前 記 Ｉ Ｄ Ｅ － Ｂ Ｕ Ｓ  
Ｉ ／ Ｆ ７ に は 、 Ｉ Ｄ Ｅ 規 格 に よ り ２ 台 ま で の ハ ー ド デ ィ ス ク 装 置 ８ の 接 続 が 可 能 と な っ て
い る 。 次 に 、 前 記 Ａ Ｔ － Ｂ Ｕ Ｓ ６ を 経 由 し て Ｉ Ｓ Ａ － Ｂ Ｕ Ｓ 　 Ｉ ／ Ｆ １ ０ が 設 け ら れ て い
る 。 そ し て 、 該 Ｉ Ｓ Ａ － Ｂ Ｕ Ｓ 　 Ｉ ／ Ｆ １ ０ か ら Ｉ Ｓ Ａ － Ｂ Ｕ Ｓ １ １ を 経 由 し て Ｉ ／ Ｆ  
Ｃ Ａ Ｒ Ｄ １ ２ を 接 続 し 、 更 に 、 該 Ｉ ／ Ｆ 　 Ｃ Ａ Ｒ Ｄ １ ２ に Ｉ Ｓ Ａ － Ｂ Ｕ Ｓ 対 応 Ｉ ／ Ｆ １ ３
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ａ を 内 蔵 し た Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 １ ３ が Ｉ ／ Ｆ 　 Ｃ Ａ Ｂ Ｌ Ｅ １ ４ を 介 し て 接 続 さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム に お け る Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 は 、 上 述 す る 如 く 、
該 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 専 用 の 　 Ｉ ／ Ｆ 　 Ｃ Ａ Ｒ Ｄ を 介 し て Ｉ Ｓ Ａ － Ｂ Ｕ Ｓ 　 Ｉ ／ Ｆ に 接 続 さ
れ る 。 即 ち 、 前 記 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 を 外 部 記 憶 装 置 と し て 使 用 す る と き は 、 該 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ
Ｍ 装 置 に 加 え て 、 前 述 の Ｉ ／ Ｆ  Ｃ Ａ Ｒ Ｄ 及 び Ｉ ／ Ｆ  Ｃ Ａ Ｂ Ｌ Ｅ が 必 要 と な る 。 又 、 ユ ー
ザ が 使 用 中 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に 、 該 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 を 接 続 す る 場 合 は 、 前 記 Ｉ
／ Ｆ 　 Ｃ Ａ Ｒ Ｄ に つ い て 、 該 コ ン ピ ュ ー タ 内 へ の 組 み 込 み 及 び 設 定 な ど の 作 業 を 行 う 必 要
が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 Ｉ ／ Ｆ 　 Ｃ Ａ Ｒ Ｄ 及 び Ｉ ／ Ｆ 　 Ｃ Ａ Ｂ Ｌ Ｅ を 必 要 と せ ず 、 且 つ 、 簡 易 に 前 記 Ｃ
Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 を コ ン ピ ュ ー タ に 接 続 で き る よ う に す る こ と に よ り 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ
ー タ シ ス テ ム 構 築 上 の 経 費 並 び に 人 件 費 の 低 減 を 図 る た め に 解 決 せ ら る べ き 技 術 的 課 題 が
生 じ て く る の で あ り 、 本 発 明 は 該 課 題 を 解 決 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 提 案 さ れ た も の で あ り 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ と
共 に 使 用 す る た め の 外 部 記 憶 装 置 で あ っ て 、 該 外 部 記 憶 装 置 は 、 外 部 記 憶 装 置 内 に 形 成 さ
れ た Ｉ Ｄ Ｅ － Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス と 、 外 部 記 憶 装 置 内 に 形 成 さ れ た 第 二 の イ ン タ ー フ
ェ ー ス と 、 前 記 Ｉ Ｄ Ｅ － Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス 及 び 第 二 の イ ン タ ー フ ェ ー ス に 連 結 し た
ス イ ッ チ ン グ 回 路 と を 有 し 、 前 記 Ｉ Ｄ Ｅ － Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス 及 び 前 記 第 二 の イ ン タ
ー フ ェ ー ス は 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 回 路 を ス イ ッ チ ン グ す る こ と に よ っ て 選 択 的 に 使 用 さ れ
る よ う に 構 成 さ れ た Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 、 及 び 、 外 部 記 憶 装 置 が Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 を 再 生 す
る 機 能 を 包 含 す る 請 求 項 １ 記 載 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ と 共 に 使 用 す る た め の 外 部 記 憶
装 置 、 及 び 外 部 記 憶 装 置 が Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 を 包 含 し て い る 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の パ ー
ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ と 共 に 使 用 す る た め の 外 部 記 憶 装 置 、 並 び に 、 第 二 の イ ン タ ー フ ェ ー
ス が 、 Ｉ Ｓ Ａ － Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス を 包 含 す る 、 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載 の パ ー ソ ナ
ル コ ン ピ ュ ー タ と 共 に 使 用 す る た め の 外 部 記 憶 装 置 、 及 び パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ
ム で あ っ て 、 該 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム は 、 第 一 と 第 二 の コ ン ピ ュ ー タ Ｂ Ｕ Ｓ イ
ン タ ー フ ェ ー ス を 有 す る パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ と 、 前 記 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に 連 結
し た 外 部 記 憶 装 置 と 、 前 記 外 部 記 憶 装 置 内 に 形 成 さ れ た 第 一 の 外 部 記 憶 装 置 Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ
ー フ ェ ー ス と 、 前 記 外 部 記 憶 装 置 内 に 形 成 さ れ た 第 二 の 外 部 記 憶 装 置 Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ
ー ス と 、 前 記 外 部 記 憶 装 置 内 に 形 成 さ れ 、 前 記 第 一 と 第 二 の 外 部 記 憶 装 置 Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー
フ ェ ー ス に 連 結 し た ス イ ッ チ ン グ 回 路 と を 有 し 、 前 記 第 一 と 第 二 の 外 部 記 憶 装 置 Ｂ Ｕ Ｓ イ
ン タ ー フ ェ ー ス の ど ち ら も 前 記 ス イ ッ チ ン グ 回 路 を ス イ ッ チ ン グ す る こ と に よ っ て 選 択 的
に 使 用 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 、 及 び 、 前 記 外 部 記 憶
装 置 が 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 を 包 含 し て い る 、 請 求 項 ５ 記 載 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ シ ス
テ ム 、 及 び 前 記 第 一 の 外 部 記 憶 装 置 Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス が Ｉ Ｄ Ｅ － Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ
ェ ー ス を 包 含 し 、 前 記 第 二 の 外 部 記 憶 装 置 Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス が 、 Ｉ Ｓ Ａ － Ｂ Ｕ Ｓ イ
ン タ ー フ ェ ー ス を 包 含 し て い る 、 請 求 項 ５ 又 は ６ 記 載 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム
、 並 び に パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ と 共 に 使 用 す る た め の 外 部 記 憶 装 置 で あ っ て 、 該 外 部 記
憶 装 置 は 、 外 部 記 憶 装 置 内 に 形 成 さ れ た 第 一 の イ ン タ ー フ ェ ー ス と 、 外 部 記 憶 装 置 内 に 形
成 さ れ た 第 二 の イ ン タ ー フ ェ ー ス と を 有 し 、 前 記 第 一 の イ ン タ ー フ ェ ー ス 及 び 前 記 第 二 の
イ ン タ ー フ ェ ー ス の 内 、 ど ち ら か 一 方 の イ ン タ ー フ ェ ー ス が 前 記 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ
に 接 続 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 、 及 び 、 前 記 外 部 記 憶
装 置 が Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 を 再 生 す る 機 能 を 包 含 す る 、 請 求 項 ８ 記 載 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ
ー タ と 共 に 使 用 す る た め の 外 部 記 憶 装 置 、 及 び 前 記 外 部 記 憶 装 置 が Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 を 包
含 す る 、 請 求 項 ８ 又 は ９ 記 載 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ と 共 に 使 用 す る た め の 外 部 記 憶 装
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置 、 及 び 前 記 第 一 の イ ン タ ー フ ェ ー ス が Ｉ Ｄ Ｅ － Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス を 包 含 す る 、 請
求 項 ８ 、 ９ 又 は １ ０ 記 載 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ と 共 に 使 用 す る た め の 外 部 記 憶 装 置 、
並 び に 前 記 第 二 の イ ン タ ー フ ェ ー ス が Ｉ Ｓ Ａ － Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス を 包 含 す る 、 請 求
項 ８ 、 ９ 、 １ ０ 又 は １ １ 記 載 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ と 共 に 使 用 す る た め の 外 部 記 憶 装
置 、 及 び パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム で あ っ て 、 該 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム
は 、 第 一 と 第 二 の コ ン ピ ュ ー タ Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス を 有 す る パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ
と 、 前 記 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に 連 結 さ れ た 外 部 記 憶 装 置 と 、 前 記 外 部 記 憶 装 置 内 に 形
成 さ れ た 第 一 の 外 部 記 憶 装 置 Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス と 、 前 記 外 部 記 憶 装 置 内 に 形 成 さ れ
た 第 二 の 外 部 記 憶 装 置 Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス と を 有 し 、 前 記 第 一 の イ ン タ ー フ ェ ー ス 及
び 前 記 第 二 の イ ン タ ー フ ェ ー ス の 内 、 ど ち ら か 一 方 の イ ン タ ー フ ェ ー ス が 前 記 パ ー ソ ナ ル
コ ン ピ ュ ー タ に 接 続 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ シ
ス テ ム 、 及 び 前 記 外 部 記 憶 装 置 が Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 を 再 生 す る 機 能 を 包 含 す る 、 請 求 項 １
３ 記 載 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 、 及 び 前 記 外 部 記 憶 装 置 が Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 を
包 含 す る 、 請 求 項 １ ３ 又 は １ ４ 記 載 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 、 並 び に 前 記 第 一
の イ ン タ ー フ ェ ー ス が Ｉ Ｄ Ｅ － Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス を 包 含 す る 、 請 求 項 １ ３ ,１ ４ 又
は １ ５ 記 載 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 、 及 び 前 記 第 二 の イ ン タ ー フ ェ ー ス が Ｉ Ｓ
Ａ － Ｂ Ｕ Ｓ イ ン タ ー フ ェ ー ス を 包 含 す る 、 請 求 項 １ ３ 、 １ ４ 、 １ ５ 又 は １ ６ 記 載 の パ ー ソ
ナ ル コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム を 提 供 す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の Ｉ Ｄ Ｅ 　 Ｉ ／ Ｆ は 、 マ ス タ ー と ス レ ー ブ と に 区 分 さ れ て お り
、 通 常 、 前 記 マ ス タ ー に は ハ ー ド デ ィ ス ク 装 置 を 接 続 す る 。 更 に 、 本 発 明 の Ｉ Ｄ Ｅ 　 Ｉ ／
Ｆ を 内 蔵 し た Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 を 、 前 記 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の Ｉ Ｄ Ｅ 　 Ｉ ／ Ｆ の ス レ
ー ブ に 接 続 す る こ と に よ り 、 該 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 は ハ ー ド デ ィ ス ク 装 置 に カ ス ケ ー ド 接 続
さ れ る の で あ る が 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 に Ｉ Ｄ Ｅ － Ｂ Ｕ Ｓ 　 Ｉ ／ Ｆ を 内 蔵 さ せ 、 該 Ｃ Ｄ － Ｒ
Ｏ Ｍ 装 置 を パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の Ｉ Ｄ Ｅ － Ｂ Ｕ Ｓ 　 Ｉ ／ Ｆ に 接 続 で き る よ う に し た 。
依 っ て 、 従 来 、 前 記 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 を パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の Ｉ Ｓ Ａ － Ｂ Ｕ Ｓ  Ｉ ／
Ｆ に 接 続 す る 上 で 必 要 で あ っ た Ｉ ／ Ｆ 　 Ｃ Ａ Ｒ Ｄ 及 び Ｉ ／ Ｆ 　 Ｃ Ａ Ｂ Ｌ Ｅ は 不 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 斯 く し て 、 前 記 I/F Ｃ Ａ Ｒ Ｄ 及 び Ｉ ／ Ｆ 　 Ｃ Ａ Ｂ Ｌ Ｅ に 要 す る 費 用 が 削 減 さ れ る と と も
に 、 該 Ｉ ／ Ｆ 　 Ｃ Ａ Ｒ Ｄ を コ ン ピ ュ ー タ へ 組 み 込 む 手 間 も 不 要 と な り 、 低 コ ス ト で Ｃ Ｄ －
Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 を 有 す る パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 構 築 が で き る 等 、 正 に 諸 種 の 効 果
を 奏 す る 発 明 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 を 図 １ に 従 っ て 詳 述 す る 。 尚 、 図 ２ の 従 来 例 で 使 用 し た 符 号 と 同
一 構 成 部 分 に つ い て は 、 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 は 省 略 す る 。 図 に お い て １ ５ は Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ
Ｍ 装 置 で あ り 、 該 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 １ ５ 内 に Ｉ Ｄ Ｅ － Ｂ Ｕ Ｓ 　 Ｉ ／ Ｆ １ ５ ａ を 付 加 す る 。
而 し て 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ １ の Ｉ Ｄ Ｅ － Ｂ Ｕ Ｓ 　 Ｉ ／ Ｆ ７ の マ ス タ ー に ハ ー ド デ ィ
ス ク 装 置 ８ を 接 続 し 、 ス レ ー ブ に 前 記 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 １ ５ を 接 続 す る 。 こ こ で 、 前 記 Ｉ
Ｄ Ｅ － Ｂ Ｕ Ｓ 　 Ｉ ／ Ｆ ７ に は １ ビ ッ ト の ド ラ イ ブ 選 択 ビ ッ ト を 有 し て お り 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ
ド ラ イ バ ー に よ る ド ラ イ ブ 選 択 ビ ッ ト の 切 替 え に よ っ て 、 前 記 マ ス タ ー 又 は ス レ ー ブ の い
ず れ か の デ バ イ ス が 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 斯 く し て 、 本 発 明 の 構 成 に よ り 、 図 ２ の 従 来 例 で 説 明 し た Ｉ ／ Ｆ 　 Ｃ Ａ Ｒ Ｄ １ ２ と Ｉ ／
Ｆ 　 Ｃ Ａ Ｂ Ｌ Ｅ １ ４ が 不 要 と な り 、 部 品 点 数 の 削 減 に よ る コ ス ト ダ ウ ン が 図 ら れ る と 同 時
に 、 前 記 Ｉ ／ Ｆ 　 Ｃ Ａ Ｒ Ｄ １ ２ を パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ １ 内 に 組 み 込 む た め の 作 業 が 不
要 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 又 、 ソ フ ト ウ エ ア 上 で は 、 前 記 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ ド ラ イ バ ー は 、 シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム の Ｂ Ｉ
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Ｏ Ｓ と 関 係 な く 独 立 に 動 く の で 、 該 Ｂ Ｉ Ｏ Ｓ 並 び に そ の 他 の 基 本 プ ロ グ ラ ム の 変 更 の 必 要
が な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 次 に 、 コ ン ピ ュ ー タ 処 理 の 内 容 に よ り 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ １ の 前 記 Ｉ Ｄ Ｅ － Ｂ Ｕ
Ｓ 　 Ｉ ／ Ｆ ７ の マ ス タ ー に 前 記 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 １ ５ を 、 ス レ ー ブ に 前 記 ハ ー ド デ ィ ス ク
装 置 ８ を 夫 々 接 続 し て 動 作 さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 又 、 該 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 １ ５ 内 に Ｉ Ｄ Ｅ － Ｂ Ｕ Ｓ 　 Ｉ ／ Ｆ １ ５ ａ と Ｉ Ｓ Ａ － Ｂ Ｕ Ｓ 　 Ｉ
／ Ｆ （ 図 示 せ ず ） と を 設 け 、 更 に 、 双 方 の 切 替 回 路 を 付 加 す る こ と に よ り 、 パ ー ソ ナ ル コ
ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 構 成 が 異 な っ て も 、 前 記 切 替 回 路 を 切 替 え て 前 記 双 方 の い ず れ で も
使 用 可 能 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 尚 、 本 発 明 は 、 本 発 明 の 精 神 を 逸 脱 し な い 限 り 種 々 の 改 変 を 為 す こ と が で き 、 そ し て 、
本 発 明 が 該 改 変 さ れ た も の に 及 ぶ こ と は 当 然 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 を 示 す 要 部 の 構 成 図
【 図 ２ 】 従 来 例 を 示 す 要 部 の 構 成 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 　 １ 　 　 　 　 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ
　 　 ７ 　 　 　 　 Ｉ Ｄ Ｅ － Ｂ Ｕ Ｓ 　 Ｉ ／ Ｆ
　 　 ８ 　 　 　 　 ハ ー ド デ ィ ス ク 装 置
　 １ ５ 　 　 　 　 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置
　 １ ５ ａ 　 　 　 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 装 置 内 の Ｉ Ｄ Ｅ － Ｂ Ｕ Ｓ 　 Ｉ ／ Ｆ
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